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＜連絡事項＞

・テンキー錠の取扱い説明は9月23日13時より10分程度で実施する。

・南病棟に9月16日から配属されている神代早貴のローテーション研修がある。通所リハビリテーション室には、10月3日にローテーション研修予定。

＜外来より情報提供＞
・鈴木　恵美子様～「義歯を作りに歯医者に通院しているが、費用が高い。手帳出せば安くなるかな」と話されている。アスモロール、ナパゲルン、シンラック処方となっている。

・中居　松男様～青山荘で家族会があった。金銭管理の練習の為、青山荘利用の延長手続きをしている。セルリアンで5人くらいにコーヒーを奢っている。

・長瀬　紘一郎様～昼の血圧高めである。「インフルエンザを受ける」と話されており、費用が自己負担かどうかを気にされている。

・鹿原　博夫様～兄が亡くなった為、今週ナイトケアは休むとのこと。

・田澤　勝敏様～便のコントロールが上手に出来ないとのことで、センナリド1錠追加となっている。
土曜日から服用するようにとのこと。

・柳町　信之様～スムーズに話が出来ている。主治医からの質問に適切に返答することが出来ている。

・中居　美津子様～ボケ防止の為に働きたいと話されている。過去に三春屋で働いていた経験があり、三春屋で働きたいと話している。
・川口　律子様～生理痛の腹痛があるとのことでカルナール服用しても良いのか確認している。
・平　康子様～自主活動で1日トランプをしていたと話す。腰が少し痛いと話されている。

＜利用者様情報＞

・晴山　美智子様～本日より利用開始。緊張しているようで表情の強張り見られていたがミーティング中、他メンバーから「痩せたね」と言われ笑顔見られている。9時30分体重測定している。79㎏と退院時より2ｋｇ増えている。本人に尋ねても「納豆とご飯しか食べていないのに何で増えたのだろう」「水をがぶ飲みしたからかも」と話されている。午後から個人面談の予定。
＜青山荘定例会議・検討＞

・関口　禅様～就労前段階プログラム時、何故働きたいか作文で書いてくるよう宿題を出すと、何も書いておらず「働く気がないから書けない」と話されている。本人には、無理してプログラムに参加しなくても良い事、いつでも辞めれる事を説明している。来週、面談しプログラムの参加について話し合う予定。
・平　康子様～最近、腰痛を訴えられ、横臥していること多く、ラジオ体操等軽い体操も行わなくなり、体重が増えている。腰痛の訴えあった事を青山荘に連絡している。青山荘より、本人の状態確認し、必要であれば受診を検討するとの話あり。座位を保ち、軽い運動を行うよう促していく。
＜青山荘定例会議・資料＞

・大久保　康弘様～9月18日「暇だから」と女性スタッフに詩を書いている。周りへのお節介、妄想

発言あり。「以前、症状が悪化した時のような感じではないが、テンション高い」と本人は話している。前回受診時、減薬になっているので経過観察していく。

・田名部　一樹様～家族会にお母様が参加されている。お母様は、「退所後、自宅で問題ないが日中　　　　　

は外に出てほしい。職親を使って就労に進んでもらいたい。」と話される。

当面は職親とデイケアを利用し、徐々に職親だけの利用に移行していく予定。

・村田　昭一様～顧問医に、退所の確認中。ナイトケア利用は、9月26日からの予定。家族会にはお兄様が参加されている。グループホーム入居後も本人と兄様の関係は続けるよう説明している。本人と兄様でグループホーム見学に行っている。

・田澤　勝敏様～家族会には弟様が参加され、「退所後は陸奥の自宅へ同居するか、一人暮らしになるであろう」とのこと。日中の活動の場を検討していくこととしている。下剤の変薬後、3日排便ないとの訴えあり、本日受診されている。

・中居　松男様～家族会にはお父様が参加されている。年金2ヶ月分で183,400円、1ヶ月にすると約9万円となる。父様が年金に本人の貯金1万を足し、月10万にし月１回本人に渡している。本人、お父様共に本人の退所後は1人暮らしを希望している。お金の使い方指導の為、青山荘利用を延長することになっている。
・袴田　淑子様～家族会にはお姉様が参加され「外泊中、家族の食器を洗う事を本人の仕事としていたが、自分の食器しか洗わない。起床は昼頃なので7時までに起きてほしい。」と話されている。スタッフと外泊で行うことを再確認し、外泊中の様子をご家族とノートでやり取りしている。青山荘では、間食をされることが続いており、お姉様に依頼して万歩計を用意して頂いている。明日面談予定。

・奥山　以依子様～9月18日にスタッフと外出している。その際時計が動かなくなり、本人は「よく落すからだ」話しているが、時計屋で見てもらったところ電池切れとのこと。バスの乗り方、両替はスムーズに出来ている。分からない事があると自分から店員に積極的に聞いていた。デイケア利用について「楽しい」と話されている。デイケアの正式利用についてスタッフより本人に話している。現在紹介状作成中。申込は次回お兄様が来た時に書いて頂く。

・関　秀治様～家族会にはお父様が参加。職能評価の説明を行ったところ、お父様もどれくらい出来るか分からないので是非行って欲しいと話される。本人は、八戸で仕事を見つけたいと話している。職能評価を受けるには、ハローワークへ障害登録必要であり、次回受診時、医師から診断書を書いて頂く。最近不安な事を尋ねると「デイケアでの木工の小物作りと、青山荘での料理教室で食材の切り方が分からない」と話している。

・番沢　政勝様～入院したいと話されていたが、最近では「入院したくない」と話されるようになっている。デイケア通所に関しては、「苦手な人が多いから行きたくない」と話されている。青山そうないでは自ら「掃除をさせてほしい。」と話され、行っているが掃除の仕方や道具について細かく確認しながら勧めている状態。家族会ではお母様が参加され「毎朝、血圧低くて心配だ」と話されている。毎日血圧測定し、自炊はやめて三食給食を食べることにしている。最近では表情は良くなっているが、「気分があがってこない」「血圧低く眩暈する」と不調を訴えている。外来担当医は、しばらく様子をみるようにとのこと。血圧低値みられ、コロヒポナリン（昇圧剤）処方となっている。

・巴　勇樹様～自宅外泊している。9月17日お父様と面談し年金について説明している。本人様は10月初旬に退所希望しているが、今回の外泊からの帰ってから、顔色の悪さや、部屋で歌っている等、状態の変化みられるため、退所日について猛一度検討する事としている。

・平　康子様～家族面談でグループホーム体験と重度心身障害者医療費助成制度について話している。叔父から倉石に住所を残して欲しいと要望ある。9月18日夕食を注文していないが「大久保さんより、俺が責任持つから食べて良い」と話され、カレーを食べている。本人に自炊している意味がない事を話すと、「お金がないからしている。体については危機感がない。」と話している。食事の献立や量について面談にて説明を行うと、以前は他者に手伝ってもらうことが多く見られたが、現在では自分で行うことが増え、量が多い時は冷凍保存等行っている。

・関口　禅様～9月16日表情硬くして就労前準備段階プログラムについて「自分に出来るか不安だ。負担だからやりたくない。肩が痛いから働くことは、無理だと思う。」と話されている。青山荘利用延長になり「今すぐ帰りたいけど、母は帰ってくるなと言っているし、兄は、他の施設に行けと行っている。」と細かいことについて焦ったようにスタッフに話されている。

・清水　泰雅様～デイケアの遅刻が続いており、トイレこもりや手洗いに時間がかかり間に合わない状態。青山荘の日課である掃除、体操には参加出来るようになってきている。家族会では、ご両親が「帰ると甘えるから、仕事をして自立出来るように自分で色んな所に行ってほしい。年金の事も、本人の為になるなら考える。」と話されている。青山荘利用を延長し、生活リズムを定着していく。9月20日自宅からバスで、確認しながら帰荘されていた。

